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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年8月16日(2018.8.16)

【公開番号】特開2018-1023(P2018-1023A)
【公開日】平成30年1月11日(2018.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-001
【出願番号】特願2017-199196(P2017-199196)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｚ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月4日(2018.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記した目的を達成するために、本発明の遊技機は、遊技の進行を制御する遊技制御処
理を記述する使用領域と、前記遊技制御処理以外の別処理を記述する別領域とを区分した
メモリをもつメイン制御手段を備え、遊技媒体の投入により遊技を可能にする遊技機にお
いて、前記別領域には、遊技媒体の不正投入を判定する不正判定処理を記述し、前記使用
領域には、遊技媒体の正常投入を判定する正常投入判定処理を記述しており、前記使用領
域から呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の実行により遊技媒体の不正投入を検出
したとき、不正投入を示すエラーデータをセットした後、前記別領域から前記使用領域に
リターンさせ、前記使用領域にて前記不正投入を示すエラーデータを参照することにより
所定のエラー処理を行い、前記使用領域から呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の
実行により遊技媒体の不正投入を検出しなかったとき、前記不正投入を示すエラーデータ
をセットすることなく前記使用領域にリターンさせ、前記使用領域にて前記正常投入判定
処理の実行に基づいて遊技媒体の投入を検出し、遊技を進める仕様にしていることを特徴
としている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、遊技の進行を制御する遊技制御処理を記述する使用領域と、前記遊技制御処理以
外の別処理を記述する別領域とを区分したメモリをもつメイン制御手段を備え、遊技媒体
の投入により遊技を可能にする遊技機において、遊技媒体の払出を行うことが可能であり
、
　前記別領域には、遊技媒体の不正払出を判定する不正判定処理を記述し、前記使用領域
には、遊技媒体の正常払出を判定する正常払出判定処理を記述しており、前記使用領域か
ら呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の実行により遊技媒体の不正払出を検出した
とき、不正払出を示すエラーデータをセットした後、前記別領域から前記使用領域にリタ
ーンさせ、前記使用領域にて前記不正払出を示すエラーデータを参照することにより所定



(2) JP 2018-1023 A5 2018.8.16

のエラー処理を行い、前記使用領域から呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の実行
により遊技媒体の不正払出を検出しなかったとき、前記不正払出を示すエラーデータをセ
ットすることなく前記使用領域にリターンさせ、前記使用領域にて前記正常払出判定処理
の実行に基づいて遊技媒体の払出を検出し、遊技を進める仕様にしてもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、前記使用領域と前記別領域との間には、未使用領域を備えるとよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更



(3) JP 2018-1023 A5 2018.8.16

【補正の内容】
【００５０】
　図３に示すように、メイン制御手段８０は、メインＣＰＵ６１と、レジスタセット６４
と、ＲＡＭ６５と、ＲＯＭ６７とが一体的にワンチップ化されたマイクロプロセッサによ
り構成されている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の進行を制御する遊技制御処理を記述する使用領域と、前記遊技制御処理以外の別
処理を記述する別領域とを区分したメモリをもつメイン制御手段を備え、遊技媒体の投入
により遊技を可能にする遊技機において、
　前記別領域には、遊技媒体の不正投入を判定する不正判定処理を記述し、
　前記使用領域には、遊技媒体の正常投入を判定する正常投入判定処理を記述しており、
　前記使用領域から呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の実行により遊技媒体の不
正投入を検出したとき、不正投入を示すエラーデータをセットした後、前記別領域から前
記使用領域にリターンさせ、前記使用領域にて前記不正投入を示すエラーデータを参照す
ることにより所定のエラー処理を行い、
　前記使用領域から呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の実行により遊技媒体の不
正投入を検出しなかったとき、前記不正投入を示すエラーデータをセットすることなく前
記使用領域にリターンさせ、前記使用領域にて前記正常投入判定処理の実行に基づいて遊
技媒体の投入を検出し、遊技を進める仕様にしていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技の進行を制御する遊技制御処理を記述する使用領域と、前記遊技制御処理以外の別
処理を記述する別領域とを区分したメモリをもつメイン制御手段を備え、遊技媒体の投入
により遊技を可能にする遊技機において、
　遊技媒体の払出を行うことが可能であり、
　前記別領域には、遊技媒体の不正払出を判定する不正判定処理を記述し、
　前記使用領域には、遊技媒体の正常払出を判定する正常払出判定処理を記述しており、
　前記使用領域から呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の実行により遊技媒体の不
正払出を検出したとき、不正払出を示すエラーデータをセットした後、前記別領域から前
記使用領域にリターンさせ、前記使用領域にて前記不正払出を示すエラーデータを参照す
ることにより所定のエラー処理を行い、
　前記使用領域から呼び出す前記別領域での前記不正判定処理の実行により遊技媒体の不
正払出を検出しなかったとき、前記不正払出を示すエラーデータをセットすることなく前
記使用領域にリターンさせ、前記使用領域にて前記正常払出判定処理の実行に基づいて遊
技媒体の払出を検出し、遊技を進める仕様にしていることを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　前記使用領域と前記別領域との間には、未使用領域を備えることを特徴とする請求項１
または２に記載の遊技機。
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